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九〇九年）が刊行されるなど、雑誌文化が開花した。 『花』は一九六〇年代まで刊行 続いた。同誌に投稿していた若き作家たちは、のちに現代ウルドゥー文学界を牽引する作家に成長し 。　
一九四七年のパキスタン独立







































ドゥー 語週刊誌『世界の新聞Akh￣bār-e Jahān 』は一九六七年ご

























































ar on Terror 』 （二〇〇六年二月
号） 、 『
South A
sian Free Trade 
A
rea 』 （二〇〇六年六月号） 、
『
Pak-A
fghan Relations 2005-07 』
（二〇〇七年二月号） 、 『
Pakistan-
India Peace Process 』 （二〇〇七
年三月号） 、 『
Pakistan-Russia Rela-






































al Press 』 、特集を組む年刊『
Focus 












niversity of the Punjab から年二
回刊行されている『
Journal of the 
Research Society of Pakistan 』 、同
大学の















































niversity of Karachi の
School of Social Science が発行す
る『

























ic Bulletin 』 をカラー
チー から刊行している。
State 
Bank of Pakistan は、ウルドゥー
語で逐次報告書を刊行している（ 『
Pākistānī M
u ʻaishat kī Kaifiyat













uqūsh 』 、 『軽
妙な文学


























































への渡航が困難となった中東の若者が、英語を学ぶためにインド、特にプネーに留学してい 実態を調べたことがある。近年、中東やアフリカの学生 みならず、東南アジアやネパールなどアジア各地から、比較的安価な学費と生活費で高い英語力を習得できるインドは、留学先として人気を集めている。つまり、インドが植民地時代の遺産である英語運用能力を、学生を集めるツールに利用 いるのだ。それほどに南アジ 地域では英語が浸透しており、新聞や雑誌等のメディアで用いられる英語は「しっかりしている」 。そのことは、パキスタンの場合でも同様である。パキスタンの英字新聞、雑誌などの英語もまた、インド同様しっかりしたものとして定評がある。同国の治安が安定すれば、中東など海外 らの留学生を集めることになるだろう。（やまね
　
そう／大阪大学
　
世界言
語研究センター
　
教授）
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